








’
大
字
藤
枝

フ
シ
（
伏
）
フ
ジ
（
藤
）
ブ
シ
（
武
士
）
の
地
名
は
青
森
県
に
五
十
八
も
あ
る
。

ふ
ち

西
郡
柏
村
に
も
藤
枝
が
あ
る
。
藤
は
プ
チ
で
川
の
「
淵
に
沿
っ
た
エ
ダ
（
湿
地
こ

の
意
で
あ
る
。
枝
は
枝
村
の
こ
と
で
村
落
を
示
す
「
古
枝
」
「
今
枝
」
「
藤
枝
」
・

藤
崎
は
〃
淵
先
〃
で
平
川
と
浅
瀬
石
川
と
が
作
っ
た
「
深
い
淵
に
の
ぞ
ん
だ
所
」
の

意
。
弘
前
市
の
藤
代
、
五
所
川
原
市
新
宮
の
藤
代
は
「
川
の
淵
に
沿
っ
た
平
坦
地
」

か
、
五
所
川
原
市
唐
笠
柳
、
鶴
田
町
沖
な
ど
の
藤
巻
は
、
〃
淵
巻
“
で
「
水
流
が
淵

を
な
し
、
渦
を
巻
く
所
」
の
意
。
②
そ
れ
と
も
字
義
の
通
り
「
藤
」
が
あ
る
か
ら

だ
ろ
う
か
。

み
は
る

◎
三
春
か
い
二
ん
こ
ん

は

州
塾
の
墾
は
古
く
は
、
ハ
リ
と
い
い
「
墾
る
」
と
い
わ
れ
た
。
新
し
く
州
い
た
田

は
り
た
に
い
ば
り
に
い
ば
り
ど
う

や
土
地
や
道
を
墾
田
、
新
墾
、
新
墾
道
と
呼
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
三
春
は
、
そ
の

「
三
シ
梨
っ
た
」
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
う
だ

◎
東
田
ク
は
水
田
の
田
で
は
な
く
、
場
所
を
指
す
「
所
」
「
処
」
で
あ
る
、
集
落
の
東
に
あ

る
所
の
意
だ
ろ
う
か
。
②
又
は
ト
ウ
は
「
藤
」
で
、
藤
の
あ
る
所
の
意
だ
ろ
う
か
。

大
字
嘉
瀬

カ
セ
に
は
河
瀬
、
皆
瀬
、
加
瀬
、
嘉
清
な
ど
あ
て
字
が
多
く
、
古
い
正
し
い
漢
字

は
ど
れ
な
の
か
、
判
断
し
に
く
い
。
古
語
で
住
む
「
処
」
を
ス
ミ
カ
と
い
う
こ
と

で
、
処
を
力
と
よ
ぶ
。
即
ち
住
み
よ
い
と
こ
ろ
の
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
瀬
は
、

川
の
浅
瀬
、
早
瀬
あ
る
い
は
海
の
岩
礁
の
ほ
か
に
「
場
所
」
の
意
も
あ
る
。
瀬
に

は
低
平
な
水
田
地
帯
か
ら
丘
地
へ
湾
状
に
入
り
こ
ん
だ
所
に
位
置
し
て
い
る
地
名

が
多
い
。

ひ
ば
り
の

◎
雲
雀
野

字
義
の
通
り
、
日
当
り
の
よ
い
畑
や
河
原
な
ど
に
す
む
小
鳥
で
、
空
高
く
舞
い
上

が
っ
て
よ
く
鳴
く
。
広
々
と
し
た
住
み
や
す
い
所
の
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
野
」

は
草
刈
り
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
意
味
で
あ
る
。
②
鳥
名
は
「
峠
」
を
意
味
し
た

も
の
で
あ
る
。

さ
く
．
ｂ
も
と

◎
桜
元

さ
く
ぱ

サ
ク
ラ
地
名
は
本
県
に
六
十
三
あ
る
。
桜
庭
は
〃
作
ら
場
〃
で
斜
面
を
削
っ
て
住
め

る
よ
う
に
「
作
っ
た
場
所
」
の
意
で
あ
る
。
桜
元
は
「
新
し
く
作
っ
た
新
附
の
地
」

の
意
で
、
大
が
か
り
な
開
墾
事
業
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
土
地
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
い
づ
み

◎
小
泉
イ
ズ
ミ
は
「
出
水
」
と
よ
ま
せ
て
い
る
、
イ
デ
ミ
「
出
水
」
の
転
誰
で
イ
ズ
ミ
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
道
端
に
清
水
が
湧
き
、
旅
人
の
の
ど
を
う
る
お
し
た
そ

れ
が
附
近
の
場
所
名
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
れ
も
と

◎
種
元
字
義
通
り
稲
の
「
も
と
種
」
を
耕
作
し
た
所
、
こ
れ
ら
は
水
田
と
し
て
一
等
地
の

ま
き
た

大
字
蒔
田

マ
キ
は
、
同
族
、
同
族
集
団
を
あ
ら
わ
す
古
い
こ
と
ば
で
あ
る
。
古
代
の
氏
族
、

中
世
の
一
家
一
門
、
近
世
の
本
家
、
分
家
な
ど
に
見
ら
れ
る
同
族
的
関
係
に
あ
る

と
い
わ
ず
シ
ナ
と
い
う
。
「
十
三
の
砂
山
な
’
、
米
な
ら
よ
か
ろ
に
ナ
ー
」
砂
山
を

米
に
た
と
へ
た
の
で
あ
る
。
米
出
は
「
砂
地
の
新
田
」
の
意
「
出
」
は
新
田
を
意

味
す
る
。

は
ず
で
あ
る
。

の
が
マ
キ
で
あ
り
、
そ
う
い
う
性
質
を
も
つ
集
団
の
村
落
が
マ
キ
の
つ
く
地
名
で

あ
っ
た
、
蒔
田
の
場
合
の
マ
キ
は
、
農
村
の
共
同
作
業
を
い
う
マ
キ
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
「
自
分
た
ち
の
部
落
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

く
わ
も
と

◎
桑
元

こ
わ

ク
ワ
は
強
の
転
誰
で
は
な
い
か
、
桑
坂
、
桑
谷
、
桑
川
の
地
名
が
あ
り
、
何
れ
も

崩
崖
や
断
崖
の
迫
る
地
形
の
と
こ
ろ
で
あ
る
、
桑
は
、
ク
エ
（
崩
）
に
結
び
つ
く

も
の
の
よ
う
で
「
崩
れ
る
と
こ
ろ
」
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
か
え

◎
酒
井
村
な
ど
の
境
界
に
あ
る
と
こ
ろ
、
文
字
だ
け
で
は
判
断
で
き
ぬ
、
酒
井
は
「
境
」

で
あ
ろ
う
。

は
つ
せ

◎
初
瀬
浅
瀬
の
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
の
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
な
も
り

◎
稲
盛「
稲
藁
を
盛
り
あ
げ
た
所
」
・
新
田
開
発
に
あ
た
っ
て
集
団
農
耕
し
た
名
残
り
の

地
名
で
あ
ろ
う
か
。

よ
れ
ざ
き

◎
米
崎
砂
地
を
ヨ
ネ
と
呼
ん
だ
地
名
「
砂
地
の
崎
」
で
あ
ろ
う
。

（
川
倉
の
米
出
に
詳
細
）

は
や
ま
ざ
き

◎
端
山
崎

山
の
端
が
、
崎
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◎
萩
元

は

ハ
ギ
は
萩
で
な
く
〃
剥
ぎ
〃
で
あ
る
。
ハ
ギ
の
つ
く
地
名
は
本
県
に
十
五
あ
る
。
萩

元
は
、
開
墾
の
た
め
に
土
を
「
剥
ぎ
と
っ
た
場
所
」
の
意
で
あ
る
と
思
う
。
イ
マ

ス
（
今
須
）
は
新
し
い
砂
州
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
ま
と
め

◎
駒
留
コ
マ
は
馬
の
意
で
、
街
道
交
通
か
ら
生
ま
れ
た
集
落
名
で
あ
る
。
①
宿
場
か
ら
宿

場
へ
と
馬
の
継
ぎ
立
て
を
す
る
所
の
意
と
②
自
然
地
形
を
利
用
し
た
放
牧
地
で

「
馬
を
留
め
た
所
」
の
意
味
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
②
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

大
字
中
柏
木

か
Ｌ

柏
木
は
、
①
字
義
通
り
「
柏
の
木
」
に
由
来
と
す
る
か
、
又
は
②
柏
木
は
〃
堅
わ

ざ柵
〃
で
「
堅
い
守
り
の
柵
」
か
、
で
あ
ろ
う
。
カ
シ
ワ
地
名
は
本
県
に
三
十
あ
る
。

か
し

か
た

板
柳
町
に
柏
木
、
藤
崎
町
に
柏
堰
が
あ
り
、
八
戸
市
の
柏
崎
は
〃
堅
わ
崎
〃
で
「
堅

い
わ

い
盤
の
崎
」
だ
っ
た
。
カ
シ
ワ
は
〃
堅
し
盤
〃
の
略
と
さ
れ
る
。
喜
良
市
に
〃
柵
〃
あ

り
、
飯
詰
に
〃
柵
〃
あ
り
、
そ
の
中
間
を
中
柏
木
と
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
ろ
い
し

◎
鎧
石
ヨ
ー
ロ
、
ヨ
ポ
ロ
と
関
係
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
、
ヨ
ポ
ロ
は
「
古
代
、
課
役
の
土
木

工
事
に
使
わ
れ
た
人
夫
」
の
こ
と
だ
が
、
鎧
田
と
か
、
鎧
堤
は
、
人
夫
を
出
し
合
っ

て
作
っ
た
、
田
で
あ
り
、
堤
で
あ
る
。

石
の
地
名
は
本
県
に
百
以
上
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
多
く
の
地
名
は
、
石
神
信

仰
に
よ
る
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

大
字
神
原

神
は
「
カ
ソ
、
カ
ミ
」
で
あ
る
が
、
カ
ミ
は
「
上
」
で
も
あ
る
。
上
と
思
わ
れ
る

の
は
高
神
の
集
落
が
あ
る
が
、
そ
の
高
神
は
高
い
山
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
上
」

は
山
を
意
味
す
る
と
き
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
神
原
の
地
名
は
「
小
高
い
丘
に
あ

る
新
開
の
地
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
（
原
は
墾
る
、
新
開
田
の
意
）
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I
村
八
分
で
最
も
重
い
の
は
村
か
ら
の
追
放
で
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
戸
主
を
目
標
た
っ
て
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
戸
主
、
な
い
し
は
家
族
は
生
き
て
行
く
こ
と
が
許

と
し
て
行
う
村
ハ
チ
ブ
で
あ
る
が
、
時
と
し
て
は
若
者
の
仲
間
で
も
「
村
ハ
チ
プ
」
さ
れ
る
状
態
に
な
い
わ
け
で
、
や
が
て
仲
介
人
を
通
し
て
「
詫
状
」
一
礼
を
差
し
出

も
あ
る
。
す
。
「
コ
ト
ワ
リ
酒
」
「
ア
ャ
マ
リ
酒
」
な
ど
と
し
て
酒
肴
料
を
提
供
し
て
免
除
し

ハ
チ
プ
と
い
う
語
源
は
東
日
本
で
多
く
使
い
、
西
日
本
で
は
「
村
ハ
ブ
キ
」
「
村
て
も
ら
う
。
改
俊
の
ほ
ど
を
認
め
ら
れ
て
も
数
年
間
は
、
寄
合
、
会
合
な
ど
で
は
未

ガ
サ
キ
セ
ル
」
、
九
州
で
は
、
「
ヤ
カ
ソ
メ
シ
」
な
ど
そ
の
他
に
、
「
村
バ
ネ
」
、
「
村
ハ
ジ
席
に
位
置
さ
れ
、
公
私
と
も
に
差
別
扱
い
に
さ
れ
る
の
だ
が
、
村
生
活
に
お
い
て
後

キ
」
「
郷
・
ハ
ナ
シ
」
「
カ
ソ
ナ
ベ
ク
ラ
イ
」
「
ハ
？
ハ
ア
キ
」
「
モ
ゲ
」
な
ど
の
蔑
称
代
に
至
る
ま
で
警
戒
心
の
「
的
」
に
な
る
扱
い
を
受
け
、
い
か
に
村
秩
序
の
大
事
か

も
い
ろ
い
ろ
で
ハ
チ
ブ
の
原
義
は
、
ハ
ジ
ク
、
ハ
ッ
チ
ル
、
ハ
ブ
ク
、
な
ど
の
語
意
を
身
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
る
。

バ
チ
プ

に
通
じ
て
「
溌
分
」
と
記
し
た
例
も
あ
る
。
村
八
分
の
発
動
の
理
由
は
村
の
共
同
生
活
に
お
け
る
規
約
違
反
行
為
が
主
で
、
用

バ
チ
プ

村
ハ
チ
ブ
は
戸
主
に
対
す
る
擢
分
で
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
「
家
族
ぐ
る
み
」
い
つ
水
、
共
有
山
、
共
有
原
野
な
ど
の
用
益
規
制
違
反
や
、
共
同
作
業
の
僻
怠
（
カ
ラ
ポ

リ

さ
い
の
交
際
が
絶
た
れ
る
の
が
通
例
で
、
罵
言
雑
言
を
加
え
家
の
ま
わ
り
で
日
夜
騒
ネ
ャ
ミ
）
、
ま
た
は
日
常
の
生
活
態
度
が
習
慣
の
尺
度
か
ら
み
て
村
人
の
反
感
を
買
う

音
を
発
し
て
嚇
し
を
か
け
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
酒
乱
、
暴
行
、
単
純
な
窃
盗
な
ど
も
含
ま
れ
、
刑
事
的
な

封
鎖
的
な
村
落
生
活
で
は
こ
の
措
置
を
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
い
か
に
通
烈
な
苦
痛
取
締
り
の
範
囲
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
う
少
し
く
だ
い
て
み
る
と
共
有
山
林

で
あ
る
か
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
等
の
用
益
な
ど
で
家
を
新
築
す
る
に
必
ら
ず
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ナ
ガ
ラ
、

村
八
分
の
決
定
は
多
く
は
村
寄
合
で
決
定
し
宣
告
さ
れ
た
。
村
八
分
さ
れ
る
期
間
ボ
ク
、
な
ど
必
要
以
上
に
伐
採
し
、
売
却
し
た
な
ど
は
明
ら
か
に
村
八
分
の
対
象
に

は
そ
う
長
く
は
な
い
。
一
年
か
一
年
半
に
わ
た
っ
て
制
裁
を
受
け
る
が
、
多
年
に
わ
な
る
し
、
定
め
ら
れ
た
収
穫
時
期
以
外
に
利
用
し
て
も
罰
を
加
え
ら
れ
る
。

へ
一

■
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
一
二
二
二
二
二
二
三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
二
二
二
二
三
二
二
二
二
■

■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ゆ
み
や
が
た

◎
弓
矢
形

平
地
と
高
地
の
ま
じ
っ
た
土
地
だ
と
、
高
地
の
ふ
も
と
に
村
落
が
多
く
集
ま
っ
て

い
る
の
が
普
通
で
、
従
っ
て
高
地
の
ふ
も
と
を
意
味
す
る
地
名
で
あ
ろ
う
。
山
麓

が
居
住
地
と
し
て
、
ど
ん
な
に
重
要
視
さ
れ
た
か
わ
か
る
。

と
み
た

◎
富
田

と
う
み

ト
ミ
タ
は
〃
遠
見
た
〃
で
あ
ろ
う
。
「
遠
く
ま
で
、
見
通
し
の
つ
く
所
」
ト
ミ
を
、
縁

起
の
よ
い
富
に
し
、
タ
は
水
田
の
田
で
な
く
、
場
所
を
指
す
「
所
」
「
処
」
で
あ
ろ
う
。

さ
か
も
と

◎
坂
本

大
字
喜
良
市

き
ら
い
も

き
ら
い

①
キ
ラ
イ
チ
は
、
「
霧
合
地
」
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
語
で
キ
ラ
イ
は
「
霧
合
」
で

き
ら
い
し

霧
が
立
ち
こ
め
る
の
意
で
あ
る
。
②
キ
ラ
は
雲
母
の
意
で
喜
良
市
は
「
雲
母
石
」

で
雲
母
の
あ
る
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
キ
ラ
イ
は
四
國
地
方
に
多
い
地
名

で
あ
る
。

ふ
ど
う
の

◎
不
動
野

フ
ト
、
フ
ド
は
ホ
ト
、
ホ
ド
に
通
じ
、
多
く
の
説
が
あ
る
。
柳
田
国
男
著
「
地
名

の
研
究
」
に
よ
る
と
、
ホ
ト
（
ホ
ド
）
は
男
女
を
問
わ
ず
陰
部
の
こ
と
を
い
っ
た

の
で
、
本
来
ホ
ド
は
秀
虚
（
ホ
ド
）
の
義
で
あ
っ
て
身
体
中
最
も
注
意
す
べ
き
部

分
を
い
う
の
で
あ
る
。
両
山
の
間
の
低
地
で
、
耕
作
民
居
に
通
ず
る
場
所
の
意
で

あ
る
、
俗
に
言
う
股
倉
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。催ど

②
南
部
藩
の
税
の
一
つ
に
「
ホ
ド
役
」
が
あ
っ
た
。
ホ
ド
は
「
火
処
」
で
鉄
の
製

錬
に
対
す
る
税
金
だ
っ
た
。
ホ
ト
、
ホ
ド
即
ち
ブ
ド
ウ
の
地
名
は
「
製
鉄
に
ち
な

む
」
と
い
う
語
で
あ
る
や
も
し
れ
な
い
。

、

字
義
の
通
り
、
海
岸
が
、
弓
形
に
な
っ
て
い
る
。
海
の
型
か
ら
い
い
ぱ
、
ふ
く
ら

ん
だ
形
で
あ
ろ
う
か
。

寸
１

分

＃
ア

し
か
ど
め

◎
鹿
留

す
か

シ
カ
は
動
物
の
鹿
で
は
な
く
「
洲
処
」
の
転
訓
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
砂

浜
」
「
砂
地
」
の
意
で
「
砂
地
の
土
地
」
・
留
は
「
田
」
を
表
す
。
つ
ま
り
、
田

の
中
が
広
く
砂
地
に
な
っ
て
い
る
の
意
で
あ
ろ
う
。

き
き
ょ
う
の

◎
桔
梗
野

キ
キ
ョ
ウ
の
古
語
は
、
ケ
ッ
コ
ウ
、
キ
ッ
カ
ウ
。
ケ
シ
（
桔
）
は
「
は
ね
あ
げ
る
」

コ
ウ
（
梗
）
は
「
梗
直
」
・
桔
梗
の
花
を
伏
せ
た
地
形
の
野
」
で
あ
る
。
用
水
に

不
自
由
し
た
か
ら
、
開
田
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
い
わ
ば
、
未
開
墾
地
名
で

あ
る
。

あ
い
や
ま

◎
相
の
山

「
ア
イ
ノ
」
は
「
ア
イ
（
村
境
）
の
小
高
い
原
野
」
の
意
。
②
ア
イ
（
ア
ユ
）
ま

た
は
ア
イ
ノ
ノ
カ
ゼ
（
ア
ュ
ノ
カ
ゼ
）
は
日
本
海
沿
岸
に
よ
く
知
ら
れ
る
風
で
あ

る
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
の
風
は
北
風
が
中
心
で
、
ア
イ
（
ア
ユ
）
に
は
、
合
、

相
、
間
、
藍
、
な
ど
の
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
「
北
風
の
強
い
山
」
の
意
味
か
も

し
れ
な
い
。

金
木
町
地
名
の
語
源
に
つ
い
て
、
文
献
を
参
考
に
取
り
上
げ
て
み
た
。
こ
れ
が

「
真
の
地
名
の
語
源
」
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
し
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
が
本
音

で
あ
る
。
し
か
し
、
地
名
は
山
を
意
味
し
、
山
の
形
か
ら
、
そ
し
て
泉
に
ち
な
み
、

風
に
関
連
し
、
村
落
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
を
探
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
地
名
の
語
源
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
大

切
な
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

主
な
参
考
、
参
照
文
献

青
森
字
地
名
の
謎
・
地
名
の
探
究
・
青
森
県
の
地
名
・
地
名
の
研
究
等

原
田
万
ム
ロ

、
、
ム
ダ
．
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